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南
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名

誉

教

授

著

作

目

録
(

抄
)

昭
和
一

五

年
(

一

九
四

〇
年
)

六

月

｢

視
空
間
の

成
立
に

関
す
る

実
験
的
研

究
+

(

心

理

学
研

究
､

第
一

五

巻
､

第
三

輯
)

昭

和
〓
一

年
(

一

九
四

六

年
)

四
月

呂
i

ロ
p

m
r

ロ
.

p

ロ

a

ロ
巴
-

e

ロ

b
P
C

F

只
一

冒
.

.

T
F
e

E
斡
e
c

t

O
h

A
c

t

才
小

t

y

亡

p

O
ロ

J
e

胃
n
i

n
g

2
-

仁

兄
O
t
･

e

ロ
t

ぎ
ロ

ぎ

什

F
e

C
0

0

k

岩

胃
F

ゝ

§
等
叫

宗
達

ヽ
Q

ま

言
已

阜

竹

串
Q

ぎ
訂
円
て
ー

一

望
丁

小
.

笠
.

昭
和
〓

〓

年
(

一

九

四

七

年
)

六

月

｢

棉
神
分
析
学
と

文

化
人

類
学

-
ア

メ

リ

カ

社

会
心

理

学
の

新
傾
向

1
+

(

思
想
､

一

九
四

七

年
第
六

号
)

一

一

二
二

月

｢

ア

メ

リ

カ

の

理

論
心

理

学
+

(

理

想
､

一

九
四

七

年
第

一

七
六

号
)

昭
和
〓

三

年
(

一

九
四

八

年
)

七

月

｢

映
画
の

分

析

-
社
会
心

理

学
的
方
法

-
+

(

息
恕

の

科
学
､

第
三

巻
第
七

号
)

昭
和
〓

四

年
(

一

九

四

九
年
)

一

月

｢

戦
後
日

本
に

於
け
る

売
笑
麻
の

特
質
+

(

婦
人
の

世
紀
､

第
八

号
)

六

月

『

心

理

学

展
望
』

(

金
子
書
房
)

六

月

『

ア

メ

リ
カ

の

思
想
と

生

活
』

(

真
善
美
社
)

一

二

月

『

社
会
心

理

学

-
社
会
行
動
の

基

礎
理

論

-
』

(

光

文
社
)

昭
和
二

五

年
(

一

九
五

〇
年
)

二

月

｢

日

本
の

流
行
歌
+

(

思
想
の

科
学
､

第
五

巻
第
二

号
)

五

月

｢

社
会
心

理

学
の

立
場
か

ら

-
『

菊
と

刀
』

に

つ

い

て
+

(

民
族
学
研
究
､

第
一

四

巻
第
四

号
)

八

月

｢

大
衆
コ

ミ

ニ
ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

魔
術
性
+

(

息
想
､

一

九
五

〇
年
第
八

号
)

一

一

月

｢

社
会
心

理

学
の

諸

問
題
+

(

社
会
学
評
論
､

一

九

五

〇

年
第
一

一

号
)

昭
和
二

六

年
(

一

九
五
一

年
)

四

月

T
F
O

勺
O
S
t
･

弓

賀
S

0
0

㌣

已

吋
切

y

旨
○
-

○

の
y

O

ご
F
①

-

P

p
･

甲
ロ
e
S

e

勺
0

0

勺
-

e
-

り

訂

ゝ
達
達

已
h

阜

諒
恥

故
山

ぎ
訂

邑
聖
賢

ゝ

旨
乳
恥

富
h

て
､

く
○
-
.

-

Z
〇
.

N
.

八

月

｢

ア

メ

リ
カ

の

大
衆
娯
楽

-
調
査
研
究
の

展
望

-
+

(

思
想
､

一

九
五
一

年
第
八

号
)

一

〇
月

｢

ア

メ

リ
カ

人
の

見
た

目

本
人
+

(

『

国

民

講

座
Ⅰ
､

日

一
噂

兎
H

リ

ド

ヰ

.巳

蛸

争
.

帖

乍

れ

杓

ト

〃

ヤ

r

-

博

ド

一

γ

小

一

キ
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本
の

思

想
』

河

出
書
房
)

昭
和
〓

七

年
(

一

九
五

二

年
)

四

月

｢

日

本
に

お

け

る

人
間
関
係
+

(

労
務
研
究
､

第
五

巻
第

四

号
)

六

月

｢

歴
史
意
識
+

(

『

日

本
歴
史
講
座
』

第

八

巻
､

歴

史
教

育
篇
)

六

月

『

人
間
の

方
向
』

(

東
和
社
)

七

月

『

生

き
る

不

安
の

分

析

1
自

殺
へ

の

誘
惑
は

避
け

ら

れ

な
い

も
の

だ

ろ

う
か

-
』

(

光
文
社
)

一

〇
月

訳
.
『

デ
マ

の

心

理

学
』

(

G
･

W
･

オ
ル

ポ

ー

ト
､

L
･

ポ
ス

ト

マ

ン

原
著
､

岩
波
書
店
)

一

一

月

編
『

人

間
の

心

理
』

(

毎
日

新
聞
社
)

昭
和
〓

八

年
(

一

九
五

三

年
)

六

月

｢

マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

+

(

思

想
､

一

九
五

三

年
第
六

号
)

一

一

月

『

日

本
人
の

心

理
』

(

岩
波
書
店
)

昭
和
二

九

年
(

一

九
五

四

年
)

一

月

｢

社
会
心

理

学
の

動
向

-
最

近

の

文
.
猷
を

中

心

に

-
+

(

心

理

学
講
座
､

第
一

〇
巻
第
一

号
)

二

月

｢

ア

メ

リ

カ

社
会
心

理

学
の

動
き
+

(

思
想
､

一

九

五

四

年
第
二

号
)

四

月

『

現
代
の

マ

ス
･

コ

､
､

､

l

二
-

ケ
ー

シ

ョ

ン

』

(

裏
書
房
)

四

月

コ
ロ

m
聖
口

声
色
p
t

訂
ロ
の

i

ロ

t

F
O

+

す
p
P

芦
e
S

O

S

O
C
-

e

t

y
､

→

訂

ゝ
途
ヾ

岩
訂

阜

旨
b

祇
軋
≠

已
望
-

訂
h

已

ゝ

旨
礼
旬

月
て
ー

紳

.
/

†

坤

.

､

キ

く
○
-
.

-

d
l

宅
〇
.

N
一

五

月

｢

一

心

太
助

-
講
談
的
精
神
の

人
間
像

-
+

(

思
想

の

科
学
､

第
九

巻
第
五

号
)

五

月

病
『

マ

ス

･

コ

ミ

ニ
ー

ケ

ー

シ

司

ン

講

座
仙

1
映

画
･

ラ

ジ

オ
･

テ
レ

ビ

ー
』

(

河

出
書
房
)

昭
和
三

〇
年
(

一

九
五
五

年
)

二

見

編
『

マ

ス

･

コ

､

､

､

ニ
ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

講

座
㈲
』

(

河

出

書
房
)

四

月

｢

マ

ス

･

コ

､

､

､

｡

二
-

ケ
ー

シ

ョ

ン

の

論
理

と

表

現

-

旭
力

丘

中
学

問
題
の

新

聞

報

道
を

め

ぐ
っ

て

ー
ー
ー
+

(

思
想
､

一

九
五

五

年
第
四

号
)

八

月

｢

事
実
だ

け

が

人
間
を

裁
く

-
強
制
｢

自
白
+

の

心

理

-
+

(

枚
川
事
件
資
料
集
第
六

号
)

八

月

『

日

本
人
の

娯
楽
』

(

河

出
書
房
)

一

二

月

｢

芸
術
の

心

理
+

(

『

現
代
芸
循
講
座
Ⅲ
･

社
会
と

芸
術
』

河
出
書
房
)

一

二

月

『

社
会
心

理

学
者
の

見
た

｢

浅
草
+

』

(

英
宝
社
)

昭
和
三
一

年
(

一

九
五

六

年
)

四

月

『

現
代
人
の

心

理
』

(

河

出
書

房
)

七

月

訳
『

映
画
と

大
衆
』

(

R
･

マ

ン

ヴ
ュ

ル

原

著
､

紀

伊

図
星
書
店
)

七

月

縮
『

現
代
心

理

学
用
語
辞
典
』

(

河
出
書
房
)

昭
和
三

〓

年
(

一

九
五

七

年
)

四

月

○
ロ

岩
m
¢

C
F

P
l

p
n
{

①
r

.i
∽

缶
∩

研

○
{

岩
監
研

E
n
t

e
r

t

巴

苧

β占9
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m
e

n

:
ロ

C
O

已
の

m
勺
○

岩
月

甘
勺

p
ロ
､

ヨ
Q

ゝ
革
蓋

岳
訂

阜

旨
b

托
叫

旨
訂

邑
已
已

ゝ

昌
蟄
l革
て
.

く
0
-
.

く
H

-

宅
〇
.

N
.

四

月

｢

心

理

学
の

領
域
に

つ

い

て
+

(

一

橋
論
叢
､

第
三

七

巻

第
四

号
)

一

一

月

『

体

系
社
会
心

理
学
』

(

光
文
社
)

昭
和
三

三

年
(

一

九
五

八

年
)

三

月

『

社
会
心

理

学
入

門
』

(

岩
波
書
店
)

三

月

｢

芸
道
意
識
+

(

『

講
座
･

現
代
芸
術
Ⅱ
』

敷
革
書
房
)

六

月

編
『

日

本
の

芸
循

-
伝
統
と

近

代

-
』

(

東
洋

経

済
新
報
社
)

八

月

｢

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

社
会
+

(

『

コ

ト
バ

の

科

学

第
二

巻
､

コ

ト
バ

と

社
会
』

中
山
書
店
)

九
月

訳
『

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

冒

ン

の

歴
史
』

(

L
･

ホ

グ

ベ

ン

原
著
､

寿
岳
文
革
､

林
達
夫
､

平
田

寛
と

共
訳
｡

岩

波
書
店
)

一

〇
月

訳

『

エ

ロ

ス

的
文
明
』

(

E
･

マ

ル

ク

ー

ゼ

原

著
､

紀

伊
国
屋
書
店
)

一

〇
月

○
ロ

t

F
e

S

忘
t
e

ヨ

○
{

∽

○

已
巴

田
①

F

望
1

訂
♪

→

訂
ゝ

苧

達
由
訂

阜

誉

無
監
芸
訂
h

ま

ゝ

昌
札
Q

等

学

く
○
-
.

一

対

け
勺

〇
.

-
.

一

一

月

｢

テ
レ

ビ

ジ

ョ

ン

と

受
け

手
の

生

活

-
受
け

と

り

反

応
と

社
会
効
果
の

問
題
点

-
+

(

思

想
､

一

九
五

八

年

第
一

一

号
)

昭
和
三

四

年
(

一

九
五

九
年
)

二

月

｢

大
衆
現

象
の

心

理

-
3

群

衆

行

動
と

大

衆

運

動

脚

-
+

(

『

現
代
社
会
心

理

学
』

中
山
書
店
)

五

月

窮
『

応

用
社
会
心

理

学
講
座
』

全
四

巻
(

光
文
社
､

l

一

〇
月
)

八

月

訳
『

社
会
運
動
の

心

理

学
』

(

H
･

キ

ャ

ン

ト

リ

ル

原

著
､

石
川
弘
義
､

滝
沢
正

樹
と

共
訳
｡

岩
波
書
店
)

八
月

｢

昭

和
時
代
の

風
俗
+

(

『

日

本

風

俗
史
､

第
一

一

巻
』

雄
山
閣
)

九
月

｢

現
代
の

風
俗
+

(

『

日

本
風

俗
史
､

第
一

二

巻
』

雄

山

閤
)

｢

○
月

｢

母

性
か

ら
の

逃
走
+

(

『

近

代
文
学
鑑

賞
講
座
第
九

巻
､

谷
崎
潤
一

郎
』

角
川
書
店
)

一

一

月

｢

精
神
分
析
理

論
に

お

け
る

文
化
価

値
の

問

題

-
フ

ロ

イ
ト

を

中
心
に

-
+

(

思
想
､

一

九
五

九

年
第
一

一

号
)

一

二

月

｢

デ
マ

と

宣
伝
の

心

理
+

(

『

N

E

E

国

語
講

座
､

こ

と

ば

の

心

理
』

宝
文
館
)

昭
和
三

五

年
(

一

九
六

〇

年
)

一

月

『

マ

ス

･

コ

､

､

､

ニ
ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

入

門

-
現

代
を

支

配
す
る

も
の

-
』

(

光
文

社
)

三

月

｢

パ

ー

ソ

ン

ズ

社
会
学
の

心

理

学
的
基

礎
(

エ
+

(

一

橋

論
叢
､

第
四

三

巻
第
三

号
)

五

月

｢

娯
楽
の

肯
定
と

娯
楽
の

香
定

-
江

戸
時

代
に

お

け

る

娯
楽
思
想
に

よ

せ

て

-
+

(

思

想
､

一

九
六

〇

年

噂

萄

F

′-

ざ

ぃ

や
帆

ま

←

止

′

梱

ヾ

ト

†

鮮

仁

叫

ド

湧

L
､
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第
五

号
)

七

月

｢

行
動
の

基
礎
理

論
い

ど
(

思
想
､

一

九
六

〇
年
第
七

号
)

八

月

｢

パ

ー

ソ

ン

ズ

社
会
学
の

心

理

学

的

基

礎
(

Ⅱ
)

+

(

一

橋
論
叢
､

第
四

四

巻
第
二

号
)

一

〇
月

｢

社
会
学
の

基
線
理

論
を

め

ぐ
っ

て
+

(

一

橋
論
叢
+

第

四

四

巻
第
四

号
)

一

〇
月

編
『

講
座
･

現
代
マ

ス

･

コ

､

､

､

ニ
ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

』

全

三

巻
(

河
出

書
房
､

1
一

九
六
一

年
五

月
)

昭
和
三

大

年
(

一

九
六
一

年
)

三

月

｢

行
動
科
学
の

立
場
か

ら
+

(

日

本
学
術
会
議
編
『

人
文

科
学
振

興
の

た

め
に
』

)

六

月

｢

パ

ー

ソ

ナ
ル

芸
術
･

マ

ス

化
芸
術
･

マ

ス

芸
術
+

(

『

講

座
･

現
代
芸
術
Ⅳ
』

勤
草
書
房
)

六

月

｢

大
衆
芸
能
の

マ

ス

化

-
マ

ス

･

コ

､
､

､

成

立

期
の

前

後

-
+

(

同
右
)

七

月

｢

行
動
の

基
礎
理

論
刊
+

(

思
想
､

一

九
六
一

年
第
七

号
)

昭
和
三

七

年
(

一

九
六
二

年
)

四

月

｢

流
言
飛
語
に

あ

ら
わ

れ

た

民

衆
の

抵
抗
意
識
+

(

文
学
､

一

九
六

二

年
第
四

号
)

八

月

｢

行
動
の

基
礎
理

論
(

下
の
一

)

+

(

思
想
､

一

九
六
二

牛

黄
八

号
)

一

一

月

｢

行
動
の

基
礎
理

論
(

下
の

二
)

+

(

思
想
､

一

九
六
二

年

第
一

一

号
)

昭
和
三

八

年
(

一

九
六

三

年
)

メ

㌣

｡

十

軋

､

巾

.

リ

､

ヰ

一

月

｢

日

本
の

文
化
論

-
ひ

と

つ

の

系
譜

-
+

(

思
想
､

一

九
六
三

年
第
一

号
)

五 三 二

月 月 月

監
修
『

マ

ス

･

カ

ル

テ

ァ

ー
』

(

紀
伊
国
屋
書
店
)

『

社
会
心

理

学
の

性
格
と

課
題
』

(

勤
草
書
房
)

｢

行
動
学
に

お

け
る

モ

デ

ル
+

(

思
想
､

一

九
六

三

年
第

五

号
)

一

〇
月

｢

明

治
初
期
の

風
俗
政
策
と

社
会
心

理
+

(

一

橋
論
叢
､

第
五

〇
巷
第
四

号
)

昭
和
三

九

年
(

一

九
六

四

年
)

一

月

｢

日

本
人
の

外
国
人

観
+

(

人
間
の

科
学
､

第
一

一

巻
第
一

号
)

四

月

｢

心

理

学
に

お

け

る

克
と

西
+

(

思
想
､

一

九
六

四

年
第

四

号
)

四

月
四

月
八

月

『

現
代
を

生

き
る

心

理

学
』

(

講
談
社
)

編
『

現

代
人
の

心

理

学
･

心

理

学
新

事
典
』

(

河

出

書

房
新
社
)

｢

行
動
学
と

行
動
科
学
+

(

思
想
､

一

九
六

四

年
第
八

号
)

一

〇
月

監
訳
『

消
費
者
行
動
』

(

G
･

カ

ト
ー

ナ

原
著
､

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

社
)

昭
和
四

〇
年
(

一

九
六
五

年
)

七

月

監
修
『

社
会
心

理

見

事
昭

和

時

代
を

め

ぐ
っ

て

-

-
』

(

誠
信
書
房
)

八

月

窮
『

大
正

文
化
』

(

執
事
書
房
)

昭
和
四
一

年
(

一

九
六

六

年
)

β6 J
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四

月

監
訳
『

行
動
科
学
事
典
』

(

B
･

バ

レ

ル

ソ

ン
､

G
･

A
･

ス

タ

イ

ナ
ー

原
著
､

誠
信
書
房
)

五

月

｢

日

本
人
の

行
動
傾
向
+

山

-

榔

(

テ

ア

ト

ロ

､

一

九

六

六

年
五

月
､

七
､

八

月
号
)

五

月

監
訳
『

大

衆
消
費
社
会
』

(

G
･

カ

ト

ー

ナ

原

著
､

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

社
)

九
月

『

機
械
文
明

と

人
間
』

(

日

本
放
送
出
版
協
会
)

一

〇
月

T
F
O

勺
1

e

等
n
t

S
叶

P
t

宏
○

:
ロ
d

宏
t

ユ

巴

勺
∽

y
C

F
O
-

O
g

y

-

ロ

】

P

p
P

ロ
ー

b

邑
訂
託
達

礼
h

こ
､

e
旨
q

訂
箪
Q

讃

訂
札

官
3

白
山

昏
･

3

岳
訂

札
内

≠

唱
Q

ぎ
訂
叫

計

長
竹
叫

首
ま

計
-

く
○
-
･

-

い

2
〇
･

N
･

〓
月

｢

行
動
科
学
の

性
格
と

課
題
+

(

思
想
､

一

九
六

六

年
第

一

一

号
)

昭
和
四

二

年
(

一

九
六

七

年
)

一

月

｢

政
治
家
に

お

け

る

読
弁
の

研
究
+

(

潮
､

一

九
六

七

年

一

月
号
)

一
四

月

｢

プ

ラ

グ
マ

テ
ィ

ズ
ム

+

(
『

社
会
思
想

史
十

講
』

社

会

思
想
社
)

九
月

訳
『

人
生
ゲ
ー

ム

入

門
』

(

E
･

バ

ー

ン

原

著
､

河

出

書

房
新
社
)

昭
和
四
三

年
(

一

九
六

八

年
)

一

月

訳

『

戦
争
と

平
和
の

心

理
学
』

(

C
･

E
･

オ

ス

グ
ッ

ド

原
著
､

田

中
時
政
と

共
訳
｡

岩
波
書
店
)

四

月

訳
『

メ

デ
ィ

ア

は
マ

ッ

サ

ー

ジ

で

あ

る
』

(

M
･

マ

ク

ル

ー
ハ

ン

原
著
､

河
出
書
房
)

七

月

｢

心
中
の

社
会
的
考
察

-
江
戸
時
代
の

愛
情
論

-
+

淵

(

伝
統
と

現
代
､

一

九
六

八

年
七

月
号
)

一

二

月

編
｢

伝
統
と

は

何
か
+

(

伝
統
芸

術
の

会

編
『

伝

統
と

現

代
』

(

仝
一

二

巻
)

第
一

巻
)

昭
和
四

四

年
(

一

九
六

九
年
)

三

月

｢

日

本
に

お

け
る

近

代
化
と

社
会
心

理

-
大
正

時
代

を

中
心
に

-
+

(

『

文
科
系
学
会

連

合

編

集

研

究
論

文

集
』

第
一

九
巻
､

日

本
に

お

け
る

近

代
化
の

諸
問
題

3
)

七

月

｢

流
行
歌
か

ら

み
た

日

本
人
の

心

理
+

(

『

現

代
の

エ

ス

プ

リ

第
三

八

号
､

日

本
人
､

そ
の

構
造
分
析
』

)

昭
和
四

大

年
(

一

九
七
一

年
)

六

月

勺
∽

七

d

F
O
】

O
g

y

O
{

t

F
e

-

P
勺

巴
l

琵
0

勺
e

O
p
-

e
-

-

当
-
-

亡
2 .
く
e

邑
t

y

O
{

T
O
打

y
O

勺
r

e
∽

∽

こ
笥
N
､

亡
2 .
く
e

邑
t

叫

○
{

ゴ
O

n
t

O

勺
r

e
∽
S
.

(
『

日

本
人
の

心
理
』

英
訳
)

六

月

｢

行
動
の

概
念
に

つ

い

て
+

(

高
木
貞
二

編
『

現
代
心

理

学
の

課
題
』

東
大
出
版
会
)

七

月

監
訳
『

現
代
心

理

学
』

全
九

巻
(

-
･

ピ

ア

ジ

ェ

､

P
･

フ

レ

ス

薪
､

波
多
野
完
治
と

監
訳
｡

白
水
社
)

一

一

月

監
修
『

マ

ス

･

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

事
典
』

(

学

芸

書
林
)

昭
和
四

七

年
(

一

九
七
二

年
)

一

月

監
訳
『

学
際

研

究
･

社

会

科

学
の

フ

ロ

ン

テ
ィ

ア
』

(

M
･

シ

ェ

リ

フ
､

C
･

W
･

‥
シ

ェ

リ

フ
･
原

著
､

鹿

島

∵

磯

■.杓
リ

F

卓

-

細

鍵
㍉

r

k

ヰ

巾

ー

‥

噛

l

ヰ

r

†

溝

f

,

.

岬

d

■
七



洩
ト

.り
n

V

】
｢

ぅ

j

.

叶

埼

ポ

■
功

一

糾

ノ

■

､

す

葡

1

1

†

.
叫

､

〆

( 1 6 1) 甫 博名誉教授著作月録 ( 抄)

出
版
会
)

六

月

編
『

現
代
人
の

病
理
』

全
五

巻
(

相
場
均
他
と

共
編
､

誠
信
書
房
､

1
一

九
七

五

年
四

月
)

八

月

｢

日

本
人
静
か

ら

見
た

日

本
人
+

(

文

香
春
秋
､

一

九
七

二

年
八

月
号
)

一

〇
月

｢

テ
レ

ビ

研
究
へ

の

捷
言
+

(

新

聞
学
評
論
､

第
二

二

号
)

昭
和
四

八

年
(

一

九
七
三

年
)

五

月

T
F
e

H

n
t

;
切

勺

究
t
i

O

P

ロ
0
0

m
‥

W
E
叶

F

巧

t

F
O

宅
苧

t

5
.

ロ

巴

C
F

胃
p

き

斗

ヨ
も

ヽ

尽
§

旨
訂

尽

邑
b
ヽ

ま

和
ま

雫
訂
1

マ

ヽ
Q

ま

言
已

阜

h
宝
訂
､

b

畠
丸

竹
Q
叫
札

､

訂
已

ヽ

き
已

-
､

く
○
-
･

N

当
○
,

00
､

∽

勺

ユ
】

品
､

-

当
い
.

五

月

編
『

戯
後
史
資
料

-
文
化

-
』

(

日

本
評
論
社
)

六

月

｢

〝

消
え
″

の

美
学
〝

冷
え
″

の

文

化
+

(

放

送
文

化
､

第
二

八

巻
第
六

号
)

昭
和
四

九
年
(

一

九
七

四

年
)

三

月

『

社
会
不
安

-
そ
の

日

本
的
構
造

-
』

(

P

H

P

研

究
所
)

八 五 五

月 月 月

｢

流
行
語
を

め

ぐ
っ

て
+

(

ユ

リ

イ

カ
､

第
七

巻
第
四

号
)

｢

落
語
の

社
会
性
+

(

新
劇
､

第
二
一

巻
第
五

号
)

｢

近

代
の

い

け

ば

な

と

女

性

1
遊
芸
か

ら

厨

徳

滴

養

ま
で

ー
+

(

草
月
､

95
)

九
月

｢

行
動
主
義
と

ゲ
シ
ュ

タ
ル

ト

理
論
メ

ル

ロ

‖

ボ

ン

テ

ィ

の

背
景
+

(

現

代
思
想
､

第
二

巷
第
八

号
)

一

一

月

『

涙
典
に

よ

る

心
理

学
の

歩
み
』

(

講
談
社
)

昭
和
五

〇
年
(

一

九
七

五

年
)

三

月

｢

人
間
ぐ
る

い

太

宰
治
+

(

ユ

リ

イ

カ
､

弟
七

巻
第
三

号
)

四

月

｢

臨
床
の

場
と

社
会
の

場

-
臨
床
社
会
心

理

学
へ

､
の

ひ

と
つ

の

ア

プ
ロ

ー

チ

ー
+

(

荻
野
恒
一

､

相
場
均
､

南
博
窮
『

現
代
人
の

病
理

第
五

巷
､

臨
床
社
会
心
理

学

の

基
礎
』
､

誠
信
書
房
)

五

月

｢

西
洋
の

自
殺
思
想

-
古
代
か

ら

近

世

ま

で

-
+

(

大
原

健
士
郎
編
『

自
殺
学
4
､

自
殺
と

文
化
』
､

至
文

堂
)

昭
和
五
一

年
(

一

九
七

六

年
)

一

月

『

心

理

学
の

名
著
1 2

選
』

(

学
陽
書
房
)

四

月

『

行
動
理

論
史
』

(

岩
波
書
店
)

六

月

｢

心

霊
ス

キ

ャ

ン

ダ
ル

､

福
来
友
音
の

悲
劇
+

(

現
代
思

想
､

第
四

巷
第
六

号
)

七

月

｢

男
色
､

ひ

と
つ

の

社
会
心

理

史
+

(

季
刊
芸
能
東
西
､

一

九
七

六

年
七

月
､

蝉
時
雨
号
)

一

〇
月

『

く
ち
コ

､
､

､

二
-

ケ

ー

シ

ョ

ン

』

(

社
会
心

理

研

究
所
と

共
著
､

誠
信

書
房
)

一

〇
月

監
訳
『

囲
罷

現
代
の

心

理

学
』

仝
六

巻
(

講
談
社
､

l

一

･
九
七

七

年
五

月
)

､

昭
和
五
〓

年
(

一

九
七

七

年
)

三

月

訳
『

現
代
社
会
学
入

門
』

全
四

巷
(

R
-

A

:
一

ス

ベ

ッ

ド

原
著
､

講
談
社
､

1
五

月
)

■

(

J

一

〇
月

｢

自
白
の

社
会
心
理
学
+

(

世
界
､

一

九
七

七

年
一

〇
月
､

甜
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第
三

八
三

号
)

一

二

月

｢

マ

ス

コ

､

､

､

と

日

本
語
+

(

『

岩
波
講
座
･

日

本

語
第
二

巷
､

言
語
生

活
3
』

岩
波

書
店
)

昭
和
五
三

年
(

一

九
七

八

年
)

五

月

『

新
版
マ

ス

･

コ

ミ

ニ
ー

ケ
ー

シ

ョ

ン

入

門

1
現

代

を

支
配
す
る

も
の

1
ト

』
､

(

光
文
社
)

八

月

呂
p

農

召
m
日
石

2 .

¢
p
t
i

O
日

印

.ど
臣
0
∽

ど
ー

p

p

甲
ロ

‥

T
F
O

勺
r

e

焉
ロ
け

ひ
t

p
t
一

誌

p

ロ
包

t

F
O

申

勺

票
琵
0

勺
r

O

b
-

e

m
¢
-

舛
H

リ

ワ
F

H

ロ
t

巾

冒

邑
○

ロ

已

C
O
ロ

胃
袋
払

O
h

A
p
勺

賢
一

勺
払

づ
V

F
O
-

0

聖
､

-

-

笥
伽
-

A
亡

由
･

-
-

｢
票
ど

声

之β≠

晦

レ

捌
U
.

r

■

せ

i
-

1 レ

軒
L

､

懐

中

約

∴

栂

較

∵
†

滞

㌢ゝ

嘩

【♂

一

ぺ




